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１．目的 

本報告の目的は現代数学である圏論(category) によって R.バルト(1915-1980)の文

学論について考察を加え、ミニマムな文学モデルを補完構築することにある。 

２．方法 

方法は R.バルトの記号論の基礎モデルを現代数学である圏論に翻訳＝mapping し、そ

れぞれの射の意味を考えながら R.バルトのミニマムな文学モデルを補完構築する。 

３．結果 

 圏論に翻訳＝mapping されたメタ言語とコノテーションは形式的には（デノテーショ

ンはそのままながら）逆射の関係にある。このメタ言語とコノテーションを合成すると形

式的なレトリックの体系が圏論により表現できる。 

４．考察 

この形式に R.バルトの文学論を翻訳＝mapping していくと、作品はメタ言語であり、

テクストはコノテーションとなる。さらに射に注目すると作品は線形で有限な文字列（以

後、「有限な文字列」と表記する。）と「書く」の合成射。テクストはレクチュールとエク

リチュールの合成射となる。そこでは書くの逆射がテクスト以前という意味での未然テク

ストへ、作品の逆射は読書へと変わり、作品とテクストは逆射の関係にないこと等が帰結

される。R.バルトの主張（「作者の死」(1968)、「作品からテクストへ」(1971)）は文学

の記号形式をメタ言語からコノテーションへと変えようとした主張であることが圏論によ

り可視化された。さらに、レトリックの体系に対応するメタテクストという新しい射に基

づく新しい概念も創出できた。最後に、このメタテクストという概念は単にレトリックの

体系に対応する射であるだけではなく、エクリチュールとの関係において随伴という圏論

の重要な関係を示唆している可能性を含んでいる射であることを指摘しておく。 

これにより本報告の目的であるミニマムな文学モデルが補完構築できた。 
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